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東洋史概論Ⅱ【EA】

Asian History: Introduction Ⅱ

中国通史（元～現代）

2 前期(集中) 集中･不定期

　 該当 読替科目は履修案内を確認すること

該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Ｌカリ, ２０２１Ｌカリ, ２０２０Ｌカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】異質・多様なものを理解し、寛容 学術的成果に基づき中国通史の概略を説明できるようになる、
かつ多元的に判断することができる受容力

⇔

２０２６Lカリ, ２０２５Ｌカリ, ２０２４Lカリ, ２０２３Ｌカリ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】人文学部人文学科の学士（文学） 学術的成果に基づき中国通史の概略を説明できるようになる、
の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力が身についている。
【思索力・受容力・批判力】

⇔

授業で学べる「テーマ」 環境共生、多文化協働

全学横断特別教育プログラム

授業の概要 【この授業は+毎週+eAlps上にオンデマンド動画を配信して進めます】
　ユーラシア東部に位置する中国は、その領域を拡大・縮小させ、多くの民族を包含し、現在では世界経
済の極めて重要な構成要素となっている。その歴史的な展開を、政治・経済・社会・思想・国際関係の各
視点から総覧し、現代中国をめぐる諸問題の歴史的な背景について考える。

授業計画 1 ガイダンス・現状分析：内容・評価方法説明／中華圏の現在
2 モンゴル帝国・元朝：「禅譲」のおわり／世界経済の駆動／紙幣と銀
3 元末明初：気候変動と王朝交代／現物主義財政／朝貢貿易システム
4 明中：銀の奔流と社会の流動化
5 明末清初：銀経済と格差拡大／民意と統治
6 18世紀清朝経済：銀と銅銭／新大陸産作物とフロンティア
7 18世紀清朝対外関係：海関体制の展開とほころび
8 アヘン戦争：インド・中国・アメリカ・マンチェスターとロンドン・シティ
9 同治中興：太平天国がもたらす地獄／国際金本位制／V字回復する経済
10 日清戦争と戊戌政変：「属国自主」の終わり／近代化の先達としての日本
11 辛亥革命：義和団戦争と西太后の退場／藩部の独立と民族問題／最後の皇帝
12 民国：蒋介石の台頭／貨幣と衛生の近代化／共産党はなぜ政権を取ったか
13 人民共和国：冷戦構造と最終戦争の恐怖／朝鮮戦争／中ソ対立／文化大革命
14 改革開放：雪解けと改革開放／自由と民主／リーマンショックと港澳台
15 まとめと現状分析：「清零宗」とポストコロナ（現状分析のため詳細未定）　授業アンケート

成績評価の方法 毎回、eAlps上でコメントの提出を求める。コメントには、質問を記入すること。感想のみの場合は評価
の対象としない。なおコメントに、すでに講義で触れた内容そのままの質問があった場合、当該回の評価
は著しく下がるので注意すること。コメントにはすべて返答する。返答された内容を踏まえていない場合
も、評価は著しく下がる。また、小テストをeAlps上で1回行う。いずれも遡及しての入力は受け付けない。

成績評価の基準 コメントの評価基準
１）講義内容を踏まえていること、２）内容の理解に資するような疑問を挙げていることの二点を基準と
して毎回5点満点で採点する。
成績評価の基準
2－15回までの合計14回分積み重ねたもの（70％）と期末小テスト（30％）をもとに東アジア世界の歴史
的構造変動にかかわる理解についての評価を行う。

小テストで概ね及第点をとり、内容を踏まえたコメントを提出しているものは、「その水準にある」とい
える。
小テストで概ね正解し、内容を踏まえたコメントを提出しているものは「やや上にある」といえる。
小テストですべて正解し、内容を踏まえたコメントを提出しているものは「かなり上にある」といえる。
小テストで全て正解し、内容を踏まえて当該機の歴史的展開について理解に資するコメントを提出してい
るものは「卓越している」といえる。

事前事後学習の内容 下記参考書及び毎回紹介する参考文献を読み込むこと。
また、コメントへの回答動画をeAlpsにアップロードするので、適宜確認すること。すでに出た質問にか
んして、全く同じものが提出された場合は成績評価の対象としない。

コメントの提出期限は毎週金曜23：59とする。

履修上の注意 【この授業は、“前期（集中）”とありますが、実際には毎週e-ALPSでの動画公開・質問記入を行いなが
ら進めていくものです】



履修上の注意 質問が重複すると、あとから書いたものは成績評価の対象とならなくなります。これまでに出た質問には
必ず目を通してください（つまりあとから質問を入力すると大変）。なおeALPSには検索機能があります。

質問、相談への対応 授業の前後、あるいはeAlspのコメント欄で受け付ける。
またメール（toyooka@shinshu-u.ac.jp）でも受け付ける。

教科書 指定しない。eALPSに掲載されるPDFを参照すること。

参考書 尾形勇・岸本美緒編『中国史』（山川出版社、1998年）ISBN: 978-4634413306、3780円
シリーズ『中国の歴史』（新版）、第6－12巻、講談社学術文庫、2020－2021年
シリーズ『中国近現代史』全6巻、岩波新書、2010-2017年
岡田英弘『モンゴル帝国の興亡』（ちくま新書、2001年）978-4480059147
岡本隆司『世界史序説』（ちくま新書、2018年） 978-4480071552
菊地秀明『越境の中国史　南からみた衝突と融合の300年』（講談社、2023年）978-4065302750
岸本美緒『東アジアの「近世」』（山川出版社、1998年）978-4634341302
そのほか、講義内で適宜紹介する。


